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腫 瘍 ・ 血 液 内 科

教 授:相羽 惠介 臨床腫瘍学，癌の化学療法

教 授:小林 直 臨床腫瘍学，癌の化学療法

助教授:溝呂木ふみ 血液腫瘍学

助教授:薄井 紀子 血液腫瘍学，癌の化学療法

助教授:井上 大輔 臨床腫瘍学，緩和医療学

講 師:片山 俊夫 血液内科学

講 師:柵山 年和 臨床腫瘍学，医学教育学

講 師:島田 貴 血液内科学

講 師:浅井 治 血液腫瘍学，造血幹細胞移

植学

講 師:増岡 秀一 血液内科学

講 師:土橋 史明 血液腫瘍学，癌の化学療法

講 師:西脇 嘉一 臨床腫瘍学，造血幹細胞移

植学

研 究 概 要

当教室は平成18年（2006年）9月1日に旧血液･

腫瘍内科と旧臨床腫瘍部が合同し，腫瘍･血液内科と

して新設された。よって2006年度の両組織の活動を

可及的に記載した。

I. 臨床研究

1.急性骨髄性白血病

i) 本邦最大の日本白血病研究グループ（Japan
 

Adult Leukemia Study Group:JALSG）に参加し，

65歳未満の成人未治療急性骨髄性白血病（AML）に

対して，dose-dense therapyのコンセプトを導入し

たAML201プロトコールは，2005年11月で1075

例が登録終了された。

ii） gemtuzumab ozogamicin（GO）はCD33に

対するヒト化モノクローナル抗体にcalicheamycin

を結合させた新規抗癌剤で2006年9月に承認され

た。65歳未満の成人再発・治療抵抗性AMLに対し

て，JALSGのAML206プロトコールを立案し，当

科に研究事務局を設置して研究が開始された。併用

化学療法 GO＋IDR＋Ara-C療法とGO＋DNR＋

Ara-C療法の第I相臨床試験である。

iii） 65歳以上の高齢AMLに対しては，Aged
 

Double-7プロトコールを継続研究した。

iv) 65歳未満の未治療成人AMLに対しては，

JALSG AML201 VLA4研究に参加し，VLA4分

子の発現と予後の関連性を探索研究中である。

2.急性リンパ性白血病（ALL)

i） ALL202に引き続き参加し，寛解導入例には
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速やかに同種骨髄移植を施行した。

ii） 未治療フィラデルフィア染色体陽性成人

ALLに対するイマチニブ併用化学療法の臨床第II

相試験のPh＋ALL202プロトコールに参加した。成

績はJ Clin Oncol 2006:24:460に報告した。

imatinibを標準的な寛解導入療法と併用してその

有効性を検討したが，完全寛解率96%，2年無イベ

ント生存率（EFS)50%，2年全生存率60%と従来の

成績を著しく上回る良好な結果となった。附属病院

では，3例登録，全例完全寛解で全例同種造血幹細胞

移植を施行し，良好な経過である。

3.慢性骨髄性白血病に対する臨床研究

a） 未治療慢性期慢性骨髄性白血病（CML-CP）

に対してはimatinibの市販後臨床試験および

JALSG CML-202に参加した。

b） Imatinib抵抗性CML-CPに対しては，

nilotinibおよびdasatinibの第I/II相試験に参加し

た。 各々2例登録した。

4.悪性リンパ腫に対する臨床研究

a） Japan Clinical Oncology Group(JCOG）の

リンパ腫グループ（LSG）に参加研究した。未治療

進行期低悪性度B細胞リンパ腫に対しては，

JCOG0203-MF治療研究に参加し，1人登録した。

未治療限局期鼻T/NKリンパ腫に対する放射線治

療とDeVIC療法との同時併用の第I/II相試験は終

了し，1人を登録し良好な効果を得た。

b） 再発・難治性B細胞リンパ腫に対しては抗

CD20モノクロナール抗体（rituximab）を，EPOCH

療法に併用したR-EPOCH療法を臨床第II相試験

として施行した。

5.多発性骨髄腫に対する臨床研究

再 発・難 治 例 に 対 し て は，当 科 独 自 の

thalidomide＋dexamethasoneの併用療法をパイ

ロット研究として施行し，患者数は登録予定数に達

した。

6.造血幹細胞移植の臨床研究

a）適応症例に対し積極的に行っている。GVHD

の発症のメカニズムについて臨床的および基礎的研

究を行った。

b） 骨髄非破壊的前処置による造血幹細胞移植:

年齢や合併症により高リスクのAML，MDSに対し

て介入研究として施行した。

c） 同種骨髄移植における移植関連thrombotic
 

microangiopathy（TMA）に関する検討:各種サイ

トカインの関与を患者血清を用いて解析した。

7.固形癌

関連各科と協同して研究を進行している。

a) 乳癌

再発予防補助化学療法として，FEC100±TXT

療法を，術前化学療法としてFEC100療法→TXT

療法を，再発進行癌には，AT療法→TXT＋HER

療法を行った。EGFRのdual inhibitorであるラパ

チニブの第II相試験に参加して3例登録した。

b) 食道癌

化学放射線療法としてlow dose FP療法を施行

し，5-FUは隔日24時間投与とした。

c) 胃癌

S-1＋CDDP療法を再発進行例，補助化学療法例

に行っている。

d) 大腸癌

FOLFOX療法，FOLFIRI療法を再発進行例，補

助化学療法例に行っている。

8.緩和治療

緩和医療チームの主体として病棟回診，コンサル

テーションを行った。疼痛管理など当院では従来に

ない試みを行っている。

II. 基礎研究

1.MMにおける免疫グロブリン産生の制御:治

療による免疫グロブリンの産生修飾によりMM細

胞の増殖動態の変化を分子レベルで検討している。

2.MMとMGUSのMタンパクの違いの検討:

MGUSのMタンパクと骨髄腫のそれとの構造的な

差異について共立薬科大学との共同研究プロジェク

トとして遂行中である。患者3人より血液を採取し，

分析を開始した。

3.ドナーT細胞に誘導されるGVHD発症機序

の解明:同種造血幹細胞移植時GVHDの発症に，

ドナー由来のT細胞がどのような役割を果たして

いるかを解明し，治療への応用を検討している。

4.プロテアソーム阻害剤により蓄積する新規標

的蛋白質の同定:MMの有望な新規薬剤の薬剤の

作用機序の解明を分子レベルで検討している。

「点検・評価」

1.臨床研究

a） 当教室は多施設共同研究に積極的に参加し，

一部の結果は共同研究者として世界的に評価の高い

journalへ掲載された。

① JALSGにおいては，薄井がAML206治療研

究の責任者に選出され，プロトコールの立案･作成に

関わり，附属病院に事務局が設置された。

② 厚生労働省科学研究費補助金・がん臨床研究

事業「難治性白血病に対する標準的治療法の確立に
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関する研究」班 (班長 大西一功）班員の薄井が公

的資金を得て，臨床研究の遂行が可能となった。

③ JALSGの新規Ph＋ALLプロトコール小委

員会委員に土橋が選出され，新規プロトコールの作

成に大きく関与している。

④ リンパ腫グループ（JCOG）においては，附属

病院と第3病院が治療研究に参加し，グループ内で

高い評価を得てきた。溝呂木，島田，薄井，土橋は，

JCOGのプロトコール作成にも関与できた。

b） 当教室独自の臨床研究は精力的に施行され，

附属病院リンパ腫の治療成績について，その成果が

peer journalに掲載された。症例研究も多くの学会

発表を行っており，一部はpeer journalに掲載され

た。症例研究は臨床家にとって非常に重要な研究で

あることを自覚し，積極的に論文化する姿勢を今後

も維持する必要がある。問題解決志向の小規模パイ

ロット研究を積極に推し進めることも重要である。

それらの研究に基づき，多施設共同研究での検討へ

とつなげることが重要と考える。

2.基礎研究における点検・評価

基礎研究は，生化学講座，細菌学講座，DNA医学

研究所など関連する講座や共立薬科大学との共同研

究が推し進められている。研究結果の幾つかは論文

化されている。

海外のNIA/NIHの研究所とは，リンパ系腫瘍

（骨髄腫を含む）を中心とした共同研究を遂行してき

た。これらの研究成果の論文化を積極的に行う必要

がある。
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性白血病の治療．医のあゆみ 2006;219(1):45-9.

15) 矢野真吾，相羽惠介．骨・軟部組織の悪性リンパ腫．

臨腫瘍プラクティス 2007;3(1):70-3.

16) 薄井紀子．抗CD33抗体．Pharma Medica 2007;

25(3):27-32.

17) 矢萩裕一，町島智人，土橋史明，矢野真吾，大澤 浩，

武井 豊，高原 忍，山口祐子，南 次郎，丸山 大，

小林達之助，浅井 治，薄井紀子，相羽恵介．Gemt-

uzumab Ozogamicinを分割投与し効果を得た治療抵

抗性高齢者急性骨髄性白血病の1例．臨血 2006;48

(2):152.

III. 学会発表

1) 小林 直．乳癌術前/術後化学療法の実際．福島乳癌

懇話会．福島，5月．

2) 吉沢明孝，井上大輔，行田泰明，谷藤泰正．医学生

に対する緩和ケア教育の検討．第52回日本麻酔学会総

会．神戸，6月．

3) 吉沢明孝，井上大輔，行田泰明，谷藤泰正．在宅医

療における麻酔科出身の緩和ケア医の役割．第52回日

本麻酔学会総会．神戸，6月．

1) 柵山年和，藤崎康人，大野正人，横山正人．（シンポ

ジウム）PEGの管理．第82回日本消化器内視鏡学会関

東地方会．東京，6月．

4) 小林 直．Neoadjuvant chemotherapy－過去・現

在から今後へ－．第119回乳癌研究会．東京，6月．

5) 柵山年和，福島 統．新初期医師臨床研修制度の問

題点．第38回日本医学教育学会大会．奈良，7月．

6) 幸田公人，井上大輔，石地尚興，中川秀巳．疼痛コ

ントロールに難渋した無色素性悪性黒色腫の一例．第

11回日本緩和医療学会総会．神戸，6月．

7) 吉澤明孝，行田泰明，井上大輔，柵山年和，落合和

徳．医学生，臨床研修医への緩和ケア教育の必要性．第

11回日本緩和医療学会総会．神戸，6月．

8) 小林 直，柵山年和，相羽惠介，井上大輔，薄井紀

子，浅井 治，内田 賢，兼平千裕，鈴木正章，倉石安

庸．乳癌のadjuvant FEC100療法の副作用とマネージ

メント．第14回日本乳癌学会学術総会．石川，7月．［日

乳癌会プログラム抄集 2006;14:231］

9) 小林 直．再発進行乳癌の治療戦略－標準的治療と

多様な治療選択肢．順天堂乳腺センターカンファレン
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ス．東京，7月．

10) 井上大輔，柵山年和，福島 統．効果的緩和ケア教

育に関する検討．第38回日本医学教育学会大会．奈良，

7月．

1) 林和美，井上大輔，市場 保，柵山年和，相羽惠介，

小林 直，落合和徳．化学療法と多彩な症状変化により

在宅移行時機の判断が困難であった1症例．第17回日

本在宅医療研究会学術集会．横浜，7月．

11) 安藤尚美，柵山年和，井上大輔，相羽惠介，小林 直，

落合和徳．病棟薬剤師の在宅移行への役割．第17回日

本在宅医療研究会学術集会．横浜，7月．

12) Inoue D,Hayashi K,Yoshizawa A,Mouri J,

Sakuyama T,Aiba K,Kobayashi T,Ochiai K.A
 

delayed case in switching from inpatient treatment
 

to home-based care due to changes in pain and the
 

other symptoms following chemotherapy.The
 

3rd Asia Pacific Symposium on Pain Contol.

Syngapore,Sept.

13) Inoue D,Mori S,Sakuyama T,Mohri J,Aiba K,

Kobayash T,Ochiai K.Usefulness of oxycodone
 

for pain control in patients with Ewing’s sarcoma.

The 3rd Asia Pacific Symposium on Pain Contol.

Syngapore,Sept.

14) 内海裕文，井上大輔，柵山年和，相羽恵介，小林 直，

落合和徳．膵臓癌の疼痛管理に対する早期の腹腔神経

叢ブロックの有効性―奏功症例からの検討．第123回

成医会．東京，10月．

15) 井上大輔，吉澤明孝，柵山年和，相羽惠介，小林 直，

谷藤泰正，落合和徳．医学生に対する効果的な緩和ケア

教育の検討．第123回成医会．東京，10月．

16) 毛利順一，相羽惠介，井上大輔，市場 保，柵山年

和，小林 直，落合和徳，吉山友二，菅家甫子．がん専

門薬剤師の基盤要件．第44回日本癌治療学会総会．東

京，10月．

17) 市場 保，井上大輔，柵山年和，相羽惠介，小林 直，

落合和徳．終末期癌患者の体液過剰症侯に対する輸液

量制限の有用性．第44回日本癌治療学会総会．東京，10

月．

18) 小林 直，相羽惠介，柵山年和，井上大輔，市場 保，

毛利順一，内田 賢，兼平千裕，鈴木正章，落合和徳，

倉石安庸．乳癌におけるNeoadjuvant FEC 100-

Docetaxel(TXT）の遂行可能性．第44回日本癌治療

学会総会．東京，10月．

19) 薄井紀子，浅井 治，矢野真吾，武井 豊，矢萩裕

一，杉山勝紀，山口祐子，齋藤 健，大川 豊，小林 直，

牧 信子，大澤 浩，土橋史明．慢性期慢性骨髄性白血

病に対するImatinib療法 当科における初期30日間

投与量と有効性の検討．第44回日本癌治療学会総会．

東京，10月．［日癌治療会誌 2006;41(2):708］

20) Inoue D,Matumoto M,Oku K,Takahashi Y,

Aoba T.The prevention of the cervical spinal
 

cord injury by the start diving at the Masters swim-

ming meet in Japan.Asics Conference of Science
 

and Medicine in Sport.Fiji,Oct.

21) 毛利順一，加藤潤一郎，須田奈美，菊野史豊，高橋

直人，石橋由朗，柏木秀幸，矢永勝彦，相羽惠介，柵山

年和，小林直，落合和徳，名取一彦，倉石安庸，吉山友

二，菅家甫子．隔日24時間持続肝動注療法が奏効した

多発性肝転移を有する原発進行食道癌の1例．第53回

日本化学療法学会東日本支部総会．東京，10月．

22) 小林 直．より満足度の高い乳癌化学療法をめざし

て－治療成績の向上と副作用の軽減－．埼玉乳がん臨

床研究グループ第9回乳がん治療情報交換会．埼玉，10

月．

23) 飛内賢正，山口素子，小口正彦，柵木信男，鈴木孝

世，正木康史，伊藤国明，松野文彦，薄井紀子， 田い

ずみ，加賀美芳和，中村栄男，堀田知光，押見和夫．限

局期鼻NK/T細胞リンパ腫に対する放射線治療と

DeVIC療法同時併用の第I/II相試験（JCOG0211-

D1):第I相の結果．第68回日本血液学会・第48回日

本臨床血液学会合同総会．福岡，10月．［臨血 2006;47

(9):1033］

24) 矢萩裕一，土橋史明，矢野真吾，大澤 浩，武井 豊，

山口祐子，南 次郎，丸山 大，牧 信子，小林達之助，

浅井治，薄井紀子．イマチニブ投与により，視神経乳頭

浮腫および網膜白斑を認めた一例．第68回日本血液学

会・第48回日本臨床血液学会合同総会．福岡，10月．

［臨血 2006;47(9):1119］

25) 高原 忍，山田順子，関川哲明，山崎泰範，山田 尚，

薄井紀子．Lymphoplasmacytic Lymphomaと異なる

細胞由来のDiffuse Large B-cell Lymphomaを併発

した症例．第68回日本血液学会・第48回日本臨床血液

学会合同総会．福岡，10月．［臨血 2006;47(9):1127］

26) 小林達之助，齋藤 健，矢野真吾，大澤 浩，武井

豊，矢萩裕一，山口祐子，南 次郎，丸山 大，土橋史

明，浅井 治，薄井紀子．同種造血幹細胞移植後に，好

酸球増多を伴ったTMAと脳血管病変を合併した

AML(M4）の1剖検例．第68回日本血液学会・第48

回日本臨床血液学会合同総会．福岡，10月．［臨血

2006;47(9):1175］

27) 南 次郎，土橋史明，浅井 治，矢野真吾，大澤 浩，

武井 豊，矢萩裕一，高原 忍，小笠原洋治，上田響子，

二階堂孝，薄井紀子．Madiastinal gray zone
 

lymphoma(MGZL）と考えられた2症例．第68回日

本血液学会・第48回日本臨床血液学会合同総会．福岡，

10月．［臨血 2006;47(9):1273］

28) 大澤 浩，土橋史明，武井 豊，矢萩裕一，高原 忍，

杉山勝紀，山口祐子，南 次郎，丸山 大，海渡 健，
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浅井治，薄井紀子．造血器腫瘍に伴う高カルシウム血症

に対するゾレドロン酸の治療経験．第68回日本血液学

会・第48回日本臨床血液学会合同総会．福岡，10月．

［臨血 2006;47(9):1277］

29) 武井 豊，浅井 治，矢野真吾，矢萩裕一，大坪寛

子，山口祐子，南 次郎，小林達之助，丸山 大，海渡

健，土橋史明，薄井紀子．重症型再生不良性貧血に対す

る血縁骨髄移植day0にシクロスポリン脳症を発症し

た経験．第68回日本血液学会・第48回日本臨床血液学

会合同総会．福岡，10月．［臨血 2006;47(9):1176］

30) 山口祐子，土橋史明，大澤 浩，矢野真吾，矢萩裕

一，杉山勝紀，小笠原洋治，斎藤 健，大川 豊，小林

直，浅井 治，薄井紀子．再発・治療抵抗性急性骨髄性

白血病 (AML）に対するgemtuzumab ozogamicin

(GO）の治療経験．第68回日本血液学会・第48回日本

臨床血液学会合同総会．福岡，10月．［臨血 2006;47

(9):1101］

31) 玉井勇人，山口博樹，浜口裕之，矢ヶ崎史治，別所

正美，秋山秀樹，坂巻 壽，高橋 聡，東條有伸，大嶺

謙，小澤敬也，奥村廣一，中尾眞二，新井文子，三浦 修，

豊田茂雄，加藤 敦，押味和夫，五味聖二，村井善郎，

薄井紀子，猪口孝一，檀 和夫．本邦における11q23/

MLL遺伝子再構成をもつ成人急性白血病の特徴と予

後．第68回日本血液学会・第48回日本臨床血液学会合

同総会．福岡，10月．［臨血 2006;47(9):1026］

V. そ の 他

1) 大川 豊，島田 貴，永崎栄次郎，野里明代，溝呂

木ふみ，小林正之．再発性濾胞性リンパ腫に対するクラ

ドリビン治療6ヶ月後に発症した肺クリプトコッカス

症．臨血 2006;47(7):650-5.

2) Kaito K,Otsubo H,Takahara S,Hyouki M,Abe
 

M,Abe I,Usui N.Carcinoembryonic antigen-

producing multiple myeloma detected by a tran-

scription-reverse transcription concerted reaction
 

system.Int J Hematol 2006;85(2):128-31.

3) Saito T,Usui N,Asai O,Dobashi N,Ida H,

Kawakami M,Yano S,Osawa H,Takei Y,Taka-

hara S,Ogasawara Y,Yamaguchi Y,Minami J,

Aiba K.Pseudo-Gaucher cell proliferation as-

sociated with myelodysplastic syndrome.Int J
 

Hematol 2007;85(4):350-3.

4) 薄井紀子．私のこの一枚 Philadelphia染色体陽

性急性リンパ芽球性白血病．血液フロンティア 2007;

17(4):445-9.

呼 吸 器 内 科

助教授:田井 久量 呼吸器病学

助教授:佐藤 哲夫 呼吸器病学

講 師:竹田 宏 呼吸器病学

講 師:矢野 平一 呼吸器病学

講 師:児島 章 呼吸器病学

講 師:古田島 太 呼吸器病学

講 師:望月 太一 呼吸器病学

研 究 概 要

肺腫瘍，間質性肺炎，感染症，呼吸不全，気管支

喘息，COPDなど多岐にわたる呼吸器疾患に対して

臨床研究を行った。結果は，日本語症例報告論文，お

よび日本呼吸器学会において発表した。

「点検・評価」

臨床における問題点を症例報告として発表し，ま

た学会報告も行ったことは評価できるが，英文がな

いこと，原著論文がないことは今後のさらなる努力

が必要である。

研 究 業 績

I. 原著論文

1) Date T,Shinozaki T,Yamakawa M,Taniguchi
 

I,Suda A,Hara H,Yamane T,Komukai K,

Sugimoto K,Mochizuki S.Elevated plasma brain
 

natriuretic peptide level in cardiac sarcoidosis
 

patients with preserved ejection fraction.Car-

diology 2006;107:277-80.

2) 石川威夫，望月英明，諸川納早，林 毅，佐藤 周，

関 晋吾，児島 章．当院において循環器疾患として

CCUへ緊急入院となった呼吸器疾患症例の検討．慈大

呼吸疾研会誌 2006;18:57-60.

3) 髙木正道，斎藤桂介，矢野平一，田井久量．多発性

薄壁空洞結節影を呈した膀胱癌肺転移の1例．日呼吸

会誌 2006;44(10):771-4.

4) 髙木正道，矢野平一，竹田 宏，田井久量．労作時

呼吸困難で発見された肝肺症候群の1例．日胸臨

2006;65(11):1024-9.

5) 髙木正道，秋葉直志．重症筋無力症に合併した原発

性肺癌の1切除例．日呼吸器学会誌 2006;44(12):

997-1001.

6) 髙木正道，皆川俊介，斉藤桂介，矢野平一，最上拓

児，原田潤太，大村光浩，山口 裕．肺線維症合併全身

性強皮症に発生した進行性胃癌の1剖検例．慈恵医大

柏病医報 2006;14(1):28-32.
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